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要旨 

 愛知県，岐阜県，福井県，静岡県，東京都から得られたオクガタギセルMegalophaedusa dorcas のミトコンド

リア DNAを解析し，種内の系統関係を推定した．愛知，岐阜，福井の個体と東京，静岡の個体の間には DNA 塩基

配列に大きな差異がみられた．愛知と東京間では 34.2%，愛知と静岡間では 42.2%の差異が認められたため，これ

らが別種または別亜種である可能性が考慮され，分類学上の再検討が期待される． 

 

Abstract 

Mitochondrial DNA sequences of Megalophaedusa dorcas individuals collected from Aichi, Gifu, Fukui, 

Shizuoka, and Tokyo were analyzed to infer phylogenetic relationships among them. Major divergences were 

found between individuals from Aichi, Gifu and Fukui and those from Tokyo and Shizuoka. Large molecular 

divergences were seen between Aichi and Tokyo (34.2%) and between Aichi and Shizuoka (42.2%), as well. 

Thus, taxonomic reevaluations may be expected in future to examine the possibility that they represent 

distinct species or subspecies. 
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Ⅰ. はじめに 

オクガタギセルMegalophaedusa dorcas （図 1～6）

は，石川県以東，中部地方，関東地方（房総半島まで）

の山地に棲息するオオギセル属のキセルガイ類である
1-3)．ドルカギセルとも呼ばれる 4)．なお，黒住は，

Abbott に オ ク ガ タ ギ セ ル と し て 示 さ れ た

Mundiphaedusa ducalis forma dorcas のホロタイプ

の写真が，別種のトノサマギセルの写真であることを

指 摘 し て ， オ ク ガ タ ギ セ ル を 未 記 載 種

Mundiphaedusa sp.として扱っている 5・6)．当初はト

ノサマギセルの変種として記載された 7)ことやオクガ

タギセルの殻形態が多様性に富むことから，タイプ標

本が別種のトノサマギセルである可能性もあるが，本

研究ではタイプ標本の実物を確認していないので，学

名は従来どおりのMegalophaedusa dorcasを用いた． 

愛知県内のオクガタギセルの分布は国内分布の

南限にあたり，主に奥三河地方に分布する 8)．例え

ば，木村では，豊根村，設楽町鷹ノ巣山（段戸山），

鳳来町名号（現 新城市鳳来地区名号）9)，木村・中根

では，稲武町面ノ木（現 豊田市稲武地区面ノ木）・押

山・川手 10)，中根・木村では，設楽町澄川・和市・

裏谷に記録があり 11)，1990 年代までは愛知県北東

部の山地を中心に記録が散見される．ところが

2000 年代後半から 2010 年代にかけては，豊田市

（旧稲武町を含む），新城市（旧鳳来町を含む），設

楽町における筆者らの現地調査ではオクガタギセ

ルを発見することができず，愛知県下での棲息地点数，

棲息個体数ともに激減したと判断された 12-14)． 

 その後も調査を継続した結果，2019 年 10 月 16

日に豊田市稲武町井山（面ノ木峠）において，老成

して殻皮が完全に脱落した殻の状態の悪い生貝を

発見した．その翌年の 2020 年以降は，北設楽郡設

楽町神田（仏坂峠付近），豊田市牛地町駒山（小馬

寺），稲武町井山（面ノ木峠）など東三河の山間部

においてオクガタギセル（生貝）の発見が相次いだ．

中でも北設楽郡設楽町神田（仏坂峠付近）と稲武町

井山（面ノ木峠）のガレ場では個体数が豊富であっ

た． 

 オクガタギセルの殻は大形，細長い紡錘形で，殻長

は成貝で 27～35 mm とされるが 2・3)，筆者らが静岡

県静岡市清水区伊佐布で得た個体の大半は殻長が 25 

mm 以下の矮小型であり，個体変異の大きい種あるい

は別種の可能性があると判断した． 

 そこで，近年愛知県から得られたオクガタギセルに

加えて，本種の分布域の代表的な地点から得られた標

本もあわせてミトコンドリア COI（ミトコンドリアチ

トクロム c オキシダーゼサブユニット I ：

mitochondrial cytochrome c oxidase subunit I）遺伝

子分析を実施し，分子系統解析を行なった．15） 

 

Ⅱ. 材料および方法 

愛知県，岐阜県，福井県，静岡県，東京都における

オクガタギセルの各地でのサンプリングは，目視によ

る個体採取を中心に行った（表 1 ）．標本の採取許可

が必要な場合は各自治体の許可を得て調査および採取

を行った．各地点最大で 20 個体程度の採取をし，こ

のうち 1～9 個体の遺伝子分析を行った．煮沸して殻

部から取り出した軟体部の腹足の一部（数 mg）を切

り取り，Tissue Genomic DNA Extraction Mini Kit

（FAVORGEN, PingTung）で全ゲノム DNA を抽出

し， そこからポリメラーゼ連鎖反応（PCR） により

COI 遺伝子の一部（655bp） を増幅した．PCRには，

LifeECO ver2.0（Bioer Technology, Hangzhou）を用

い，PCR酵素には SpeedSTAR HS DNA Polymerase

（タカラバイオ株式会社, 滋賀）を使用した．遺伝子

領域の増幅には，ユニバーサルプライマーである

LCO1490とHCO2198を用いた 16)．反応条件は，94℃ 

1 分の加熱後，98℃ 5 秒/50℃ 15 秒/72℃ 10 秒を

30 サイクル，72℃ 30 秒で行った．PCR 産物を

ExoSAP-IT（Affymetrix, CA）で処理した後，BigDye 

Terminator v3.1 Cycle Sequencing Kit（Thermo 

Fisher Scientific, MA）を用いて蛍光ラベルし，

Applied Biosystems 3500xL Genetic Analyzer

（Thermo Fisher Scientific, MA）により塩基配列の

解読を行った． 

証拠標本（エタノール漬けの軟体部と抽出 DNA）

は， SDNCU（ the Specimen Depository of the 

Graduate School of Science, Nagoya City 

University：名古屋市立大学大学院理学研究科標本庫）

に収蔵されている．殻標本については，筆者の西尾と

川瀬が所蔵している． 

分子系統解析は，MEGA 11（Tamura et al., 2021）

を用いて，最尤法により行なった 17)．本研究用にサン

プリングした 20 個体のオクガタギセルおよび他の 9

種（ミカワギセル，ナミギセル，ヒクギセル，ウスベ

ニギセル，シリオレギセル，ホウライジギセル，ツム

ガタギセル，ツムガタモドキギセル，ナミコギセル）

を用いて COI 遺伝子データにより分子系統樹を作成

した．また，距離モデルには Kimura 2-parameter 

model を使用し，各ノードにおける系統関係の信頼性
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を評価するため， 1,000 回の試行によるブートストラ

ップ確率を求めた．外群には愛知県豊田市稲武町井山

川で採集したキセルガイモドキ Mirus reinianus 

(Kobelt, 1875)を使用した． 

 

Ⅲ. 結果 

 本研究では，殻形態からオクガタギセルに同定でき

る 20 個体の標本について，COI 遺伝子の塩基配列を

解読した．これらの新規に取得した塩基配列を含めて

分子系統解析を行った（図 7）．愛知県，岐阜県，福井

県，静岡県，東京都から得られたオクガタギセルは，

大きく Aと Bの 2 つの系統（群）に分かれた．便宜的

に A系統群を A1 と A2 に，B系統群を B1 と B2 に区

分し，A1 における愛知県と岐阜県の 7 個体について

は①～⑦の番号を付した．また A2 の福井県の個体に

⑧，⑨，B1 の東京都の個体に⑩，⑪，B2 の静岡県の

個体に⑫～⑳の番号を付した． 

A1 系統群には，愛知県北設楽郡設楽町，愛知県豊

田市稲武町，愛知県豊田市牛地町，岐阜県恵那市上矢

作町の個体が含まれ，A2 系統群には福井県大野市の

個体が含まれた．⑤愛知県豊田市牛地町駒山(小馬寺)

と⑥愛知県豊田市稲武町井山(面ノ木原生林)の塩基配

列，⑧と⑨福井県大野市東市布の塩基配列はそれぞれ

一致した．また，B1 系統群には東京都西多摩郡奥多

摩町の個体が含まれ，B2 系統群には静岡県静岡市清

水区の個体が含まれ，⑬⑭⑯および⑰⑱の塩基配列が

それぞれ一致した．A1 系統群と A2 系統群の間では，

最も塩基配列が近い②愛知県北設楽郡設楽町神田と⑧

福井県大野市東市布の個体間で 13.0%の差異がみられ

た．これに対し，A1 系統群と B1 系統群の隔たりは大

きく，最も塩基配列が近い②愛知県北設楽郡設楽町神

田と⑩東京都西多摩郡奥多摩町日原の個体間で 34.2%

の差異がみられた．A1 系統群と B2 系統群に至っては

さらに大きな隔たりがあり，最も塩基配列が近い②愛

知県北設楽郡設楽町神田と⑫静岡県静岡市清水区伊佐

布の個体間でも 42.2%の差異がみられた．また，B1

系統群と B2 系統群の間では，最も塩基配列が近い⑩

東京都西多摩郡奥多摩町日原と⑫静岡県静岡市清水区

伊佐布の個体間では 23.0%の差異がみられた． 

 

Ⅳ. 考察 

 今回分析した 20 個体のサンプルは，細長い紡錘形

の輪郭，浅い縫合，殻表の様子，殻口の形状などから，

殻の大小に多少の変異はあるものの，形態的に全てオ

クガタギセルに同定できた．しかし，分子系統樹（図

7）の塩基配列の多様性は大きく，特に A1 系統群に対

する B1 系統群と B2 系統群の隔たりは大きく，オク

ガタギセルの亜種やオクガタギセルとは異なる別種の

可能性が示唆された． 

 このことは比較として系統樹に示したミカワギセル

（愛知県豊田市大見町）とナミギセル（愛知県名古屋

市東区矢田町寺畑）の塩基配列の差異 21.4%やナミギ

セル（愛知県名古屋市東区矢田町寺畑）とヒクギセル

（愛知県名古屋市熱田区旗屋）の塩基配列の差異

35.5%と比較すれば妥当な推論である． 

一方，A1 系統群と A2 系統群が別種に相当するかど

うかは明確な判断が難しいが，同種内の２系統である

可能性も残る．A1 系統群と A2 系統群の間で，最も塩

基配列の相違度が低いのは②愛知県北設楽郡設楽町神

田と⑧福井県大野市東市布の個体間の 13.0%の差異で

あり，一方，最も相違度が高いのは⑦岐阜県恵那市上

矢作町(福寿の清水)と⑧福井県大野市東市布の個体間

の 14.4％である．陸産貝類の種内多様性の高い事例に

ついては，ナミギセル Stereophaedusa japonica 

(Crosse, 1871)の約 12％（川瀬ほかの分子系統樹から

算出 14)）やキセルガイモドキMirus reinianus (Kobelt, 

1875)の約 15％（川瀬ほかの分子系統樹から算出 13））

が報告されている．A1 系統群と A2 系統群の間の 13.0 

- 14.4％の相違度は、ほぼこれらの先行事例の相違度

に匹敵する． 

B1 系統群と B2 系統群は，未記載種である可能性が

大きいが，今回の分析サンプルは形態分類による従来

のオクガタギセルの分布域に対して，サンプルの採集

地に偏りがあり，空白域が多い．そのため，これらの

空白域に分布するオクガタギセルの COI 遺伝子分析，

さらには核遺伝子の分析や軟体部の解剖学的な検討を

することが今後の課題である． 
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図 1．愛知県北設楽郡設楽町神田（仏坂峠付近）    図 2．愛知県豊田市稲武町井山（面ノ木峠）の 

のオクガタギセル 2020 年 5月 27 日 撮影         オクガタギセル 2020 年 9 月 22日 撮影 

 

  

図 3．岐阜県恵那市上矢作町福寿の清水の           図 4．静岡県静岡市清水区のオクガタギセル類 

オクガタギセル 2020 年 6月 10 日 撮影           2019 年 11 月 13 日 撮影 

 

  

図 5．愛知県豊田市稲武町井山（面ノ木峠）の     図 6．愛知県豊田市稲武町井山（面ノ木峠）の 

オクガタギセル 2020 年 5月 27 日 撮影            オクガタギセル 2020 年 5 月 27 日 撮影 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 7．COI 遺伝子塩基配列を用いて作成したオクガタギセル類の最尤系統樹 

COI 遺伝子部分塩基配列を用いて作成した最尤系統樹．外群にはキセルガイモドキを使用し,各結節点にはブートストラップ確率を示した． 
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③ 

④愛知県豊田市稲武町井山(面ノ木原生林) 

⑤愛知県豊田市牛地町駒山(小馬寺) 

⑥愛知県豊田市稲武町井山(面ノ木原生林) 

⑦岐阜県恵那市上矢作町(福寿の清水) 

⑧ 

⑨ 

⑩ 

⑪ 
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 東京都西多摩郡奥多摩町日原 
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ツムガタモドキギセル（愛知県豊田市牛地町駒山） 
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図版 A．各地のオクガタギセル類標本 

1-4．愛知県北設楽郡設楽町神田のオクガタギセル．5-7．愛知県豊田市稲武町井山のオクガタギセル．

8．岐阜県恵那市上矢作町のオクガタギセル．9, 10．岐阜県白山平瀬登山口のオクガタギセル．11, 12．

福井県大野市東市布のオクガタギセル．13．石川県白山市のオクガタギセル．14．山梨県身延山のオク

ガタギセル類． 
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図版 B．各地のオクガタギセル類標本（続き） 

15-26．静岡県静岡市清水区伊佐布のオクガタギセル類．27, 28．東京都西多摩郡奥多摩町日原のオク

ガタギセル類． 
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表 1．分析標本の採集地と登録番号 

 

塩基配列の登録番号は，International Nucleotide Sequence Databases（INSD）のアクセッション番

号を示す．軟体部と DNA サンプルの証拠標本は，名古屋市立大学大学院理学研究科標本庫（SDNCU）

の登録番号を示す． 

No. INSD SDNCU 採集地 図版

1 MW259998 5113 愛知県北設楽郡設楽町神田 A－2

2 OP028839 5114 愛知県北設楽郡設楽町神田 A－3

3 OP028849 5115 愛知県北設楽郡設楽町神田 A－4

4 OP028852 5502 愛知県豊田市稲武町井山 ―

5 OP028843 5094 愛知県豊田市牛地町駒山 ―

6 MW259999 － 愛知県豊田市稲武町井山 ―

7 OP028841 5140 岐阜県恵那市上矢作町 A－8

8 OP028848 2460 福井県大野市東市布 A－11

9 OP028840 2478 福井県大野市東市布 A－12

10 OP028836 2487 東京都西多摩郡奥多摩町日原 B－27

11 OP028846 2488 東京都西多摩郡奥多摩町日原 B－28

12 OP028838 2447 静岡県静岡市清水区伊佐布 B－15

13 OP028847 2448 静岡県静岡市清水区伊佐布 B－20

14 OP028851 2449 静岡県静岡市清水区伊佐布 B－21

15 OP028845 2450 静岡県静岡市清水区伊佐布 B－22

16 OP028835 2486 静岡県静岡市清水区伊佐布 B－23

17 OP028844 2485 静岡県静岡市清水区伊佐布 B－24

18 OP028837 2502 静岡県静岡市清水区伊佐布 B－25

19 OP028842 2503 静岡県静岡市清水区伊佐布 B－26

20 OP028850 5488 静岡県静岡市清水区伊佐布 ―

－ MW260006 2849 外群・キセルガイモドキ ―


